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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和７年７月１２日(土) 

事業名 ちばアカデミア講座１ 

趣 旨 

県内外の国立研究機関・大学・文化施設・各種団体等と連携し、県民に最先端科学技

術・経済・文化・教育・環境・健康・安全・食生活等の情報を提供することで、県民の生涯

学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 大研修室 

対 象 どなたでも 

申込方法 来所、電話またはWeb 申込 

募集定員 各６０名 募集期間 令和７年４月２２日から令和７年７月５日 

参加者数 

１２０名 対面５０名、オンライン２０名 

     サテライト５０名 

※サテライト会場８箇所 

参加費用 無料 

講師 等 
東京大学地震研究所 観測開発研究センター  

教授 酒井 慎一 氏 

実施内容 

内容：「最先端技術・データを活用した地震の理解」 

日程：午後１時５５分～午後２時 オリエンテーション 

    午後２時～午後３時５５分 講演（休憩１０分含） 

    午後３時５５分～午後４時 アンケート記入、閉演 

 

 

 

   

酒井講師                会場の様子 

※サテライト会場（８施設）・・・旭市民会館、君津市生涯学習交流センター、 

千葉市稲浜公民館、おゆみ野公民館、椎名公民館、 

千城台公民館、幕張公民館、佐倉市弥富公民館 

参加者 

アンケート 

【満足度９８％】 

〇備えの大切さを痛感しました。予測に期待するよりもこれだけの情報を学習させてい

ただいているから再度見直していきたいと感じた。 

○技術的な内容が主かと想像していたが、現実的な対策や対応の難しさなども含めて

社会的課題が多く語られ、ある意味本質的に感じた。 

○専門的な調査分析に基づく知見を直接的かつ具体的に生かすことが様々な制約によ
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り難しく、できることは人々の意識を高めることであると話されていたように思ったが、

極めて現実的であるとともに専門家の苦悩であるように感じた。 

○「最先端技術・データを活用した」というテーマだったが、特に新しい情報が得られず

残念だった。 

 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「県民の生涯学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。」につ

いては、「地震」をテーマに地震研究の現在と災害について説明していただいたことに

より、県民の地震や災害に対する意識や生活の中での取り組み方に寄与することがで

きた。 

・オンライン、サテライト配信からの質問については Zoom のチャット欄を活用し、講師に

回答いただけるよう配慮した。 

 

【課題・今後の方向性】 

・今回は質問が多く、すべての回答をその時間に得ることは不可能であると感じた。後日

講師から回答いただける旨の連絡を講座前にできるようにしていく必要がある。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和７年９月１３日(土) 

事業名 ちばアカデミア講座２ 

趣 旨 

県内外の国立研究機関・大学・文化施設・各種団体等と連携し、県民に最先端科学技

術・経済・文化・教育・環境・健康・安全・食生活等の情報を提供することで、県民の生涯

学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 大研修室 

対 象 どなたでも 

申込方法 来所、電話またはWeb 申込 

募集定員 各６０名 募集期間 令和７年７月３日から令和７年９月６日 

参加者数 

１39 名 対面５1 名、オンライン62 名 

      サテライト26 名 

※サテライト会場６箇所 

参加費用 無料 

講師 等 
千葉大学教育学部 幼児心理学研究室  

教授 中道 圭人 氏 

実施内容 

内容：「子どもがのびる！『非認知能力』～人生を豊かにする力を育む～」 

日程：午後２時～午後２時５分 オリエンテーション 

    午後２時５分～午後３時４５分 講演（休憩１０分含） 

    午後３時４５分～午後４時 質疑応答、アンケート記入、閉演 

 

 

 

   

中道講師                会場の様子 

※サテライト会場（６施設）・・・旭市民会館、君津市生涯学習交流センター、 

千葉市磯辺公民館、椎名公民館、 

都賀公民館、土気公民館 

参加者 

アンケート 

【満足度９9％】 

〇大人のマインドセットが子への教育環境を整えることにつながると思うとこのように市

民向けに講座を開設する意義を強く感じました。 

○幼児教育の有用性についてエビデンスを基にご講義いただいたので、理解が深まりま

した。 

○大学講義レベルの内容を分かりやすく、エビデンス、参考書籍を交えながらお話いた
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だけました。公教育に心理職として関わる上で、大変勉強になりました。書籍、論文か

ら更に勉強したいと思います。 

○概要についてよくわかりました。どのように育むかの具体例をもっと知りたいと思いま

した。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「県民の生涯学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。」につ

いては、「非認知能力」をテーマに社会全体で子どもを育てていくことが未来の社会を

育てていくこと等について説明していただいたことにより、県民が子どもの大切さに気

付き、社会全体で育てていこうとする意識を持たせることができた。 

・広報・周知については、「非認知能力」をテーマとしたため子育て世代の方々に受講し

ていただきたい思いがあった。そのため、市町村生涯学習課、県内各高校だけでなく、

県内各公立保育園や私立幼稚園、近隣地区の小学校に周知を行い、たくさんの方にお

申込みいただいた。特にオンライン受講の申込者は１００名を超えたため配架先を広げ

たことは大変有意義であった。 

【課題・今後の方向性】 

・今回は音声トラブルの関係で、講座開始が５分程度遅れてしまった。事前に確認はして

いたが、講師来所後にも今一度音声を確認し、滞りなく講座が実施できるようにしてい

きたい。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和７年１０月１３日(月・祝) 

事業名 ちばアカデミア講座３ 

趣 旨 

県内外の国立研究機関・大学・文化施設・各種団体等と連携し、県民に最先端科学技

術・経済・文化・教育・環境・健康・安全・食生活等の情報を提供することで、県民の生涯

学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 中研修室２ 

対 象 どなたでも 

申込方法 来所、電話またはWeb 申込 

募集定員 各６０名 募集期間 令和７年７月３０日から令和７年１０月６日 

参加者数 

５５名  対面２３名、オンライン１７名 

     サテライト１５名 

※サテライト会場３箇所 

参加費用 無料 

講師 等 
東京大学 空間情報科学研究センター  

助教 ピニェイロ アベウ タイチ コンノ 氏 

実施内容 

内容：「逃げる？留まる？まよう心に備える防災リテラシー」 

日程：午後２時～午後２時５分 オリエンテーション 

    午後２時５分～午後３時５５分 講演（休憩１０分含） 

    午後３時５５分～午後４時 アンケート記入、閉演 

 

 

 

   

コンノ講師                会場の様子 

※サテライト会場（３施設）・・・君津市生涯学習交流センター、椎名公民館、 

長南町中央公民館 

参加者 

アンケート 

【満足度１００％】 

○災害の恐ろしさを改めて感じた。色々な状況を考え、防災リテラシーを高めていかな

ければならないと思った。 

○話を聞くだけでなく、皆さんの考えも聞くことができて自分の考えを振り返る時間を得

ることができてとてもよかった。 

○スマホによる参加型の講演がとても面白かった。自分の考えをシミュレーションできた

ので非常にためになった。 



6 

 

○普段から防災訓練等に参加し、現状難しいことやどんな点が難しいかなど伝えること

でそういった少数の意見も今後伝えていくようにしようと改めて思わされた。 

○スライド画面に手元の資料にはないものが多くあった。メモを取れなくて残念だった。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「県民の生涯学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。」につ

いては、「防災リテラシー」をテーマに東日本大震災の事例から要配慮者を守る取り組

みや地域連携を意識した避難行動等について説明していただいたことにより、県民の

防災に対する意識を高めることに寄与することができた。 

【課題・今後の方向性】 

・サテライト会場よりオンライン向けの音声がこもっているとの指摘を受けた。事前に機材

については確認していたが、改めて講師の持ち込み機材も含めて確認をする必要があ

ると感じた。講師の来所時間については機材に合わせて変更していこうと思う。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和７年１１月２９日(土) 

事業名 ちばアカデミア講座４ 

趣 旨 

県内外の国立研究機関・大学・文化施設・各種団体等と連携し、県民に最先端科学技

術・経済・文化・教育・環境・健康・安全・食生活等の情報を提供することで、県民の生涯

学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 大研修室 

対 象 どなたでも 

申込方法 来所、電話またはWeb 申込 

募集定員 各６０名 募集期間 令和７年９月２６日から令和７年１１月２２日 

参加者数 

１５０名  対面６４名、オンライン２５名 

      サテライト６１名 

※サテライト会場８箇所 

参加費用 無料 

講師 等 
千葉大学大学院 園芸学研究院 

教授 江頭 祐嘉合 氏 

実施内容 

内容：「腸内環境の改善について～生活習慣病・認知症予防の可能性～」 

日程：午後２時～午後２時５分 オリエンテーション 

    午後２時５分～午後３時４５分 講演（休憩１０分含） 

    午後３時４５分～午後４時 アンケート記入、閉演 

 

 

 

   

江頭講師                会場の様子 

※サテライト会場（８施設）・・・旭市民会館、君津市生涯学習交流センター、 

さつきが丘公民館、椎名公民館、高浜公民館、 

長南町中央公民館、長作公民館、みつわ台公民館 

参加者 

アンケート 

【満足度８０％】 

○最新の研究成果を具体的に紹介していただき、貴重な機会となった。 

○脳と腸が相互に作用していることがわかった。 

○腸内細菌叢を整えることが健康の維持・改善の肝であると理解できた。野菜、果物な

どを増やし普段の食事から食物繊維ほかで腸活に努めたいと思った。便移植は初め

て知ったのでネットで詳しく見てみようと思った。 
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○内容が専門的で難しく、少しわかりづらかった。 

○講演スライドには手元にない資料が多くあった。講師の説明に知識が追い付かず、残

念だった。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「県民の生涯学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。」につ

いては、「腸内環境」をテーマに腸と脳が相互に作用し合って健康を保っていることにつ

いて説明していただいた。様々な病気に有効な食物、調理についても論文等をもとに

説明していただくことで県民の食生活の見直し等健康意識を高めることに寄与するこ

とができた。 

【課題・今後の方向性】 

・複数の対面受講者より会場の音声が小さいと指摘を受けた。会場人数、講師の声量等

を確認した上で、早い段階で音量の調節をしていく必要があると感じた。 

・配付資料にはないスライドについて受講者から手元にないものを説明されても困ると

指摘を受けた。事前に「権利等の都合により配付資料にはないスライドがある」ことを受

講者に説明していく必要がある。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和８年１月３１日(土) 

事業名 ちばアカデミア講座５ 

趣 旨 

県内外の国立研究機関・大学・文化施設・各種団体等と連携し、県民に最先端科学技

術・経済・文化・教育・環境・健康・安全・食生活等の情報を提供することで、県民の生涯

学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 大研修室 

対 象 どなたでも 

申込方法 来所、電話またはWeb 申込 

募集定員 各６０名 募集期間 令和７年１１月１８日から令和８年１月２４日 

参加者数 

７５名  対面２７名、オンライン１８名 

      サテライト３０名 

※サテライト会場５箇所 

参加費用 無料 

講師 等 
武蔵野大学 ウェルビーイング学部 

講師 楠 聖伸 氏 

実施内容 

内容：「ウェルビーイング～よりよく生きるためのヒント～」 

日程：午後２時～午後２時５分 オリエンテーション 

    午後２時５分～午後３時４５分 講演（休憩１０分含） 

    午後３時４５分～午後４時 アンケート記入、閉演 

 

 

 

   

楠 講師                 会場の様子 

※サテライト会場（５施設）・・・旭市民会館、君津市生涯学習交流センター、 

佐倉市立弥富公民館、千葉市打瀬公民館、誉田公民館 

参加者 

アンケート 

【満足度９７％】 

○ウェルビーイングの概念、趣旨がよくわかった。これを日々の生活に落とし込んでいく

ことを課題としていきたいと思う。 

○ウェルビーイングは複合的な概念であるため、自分が何についてのウェルビーイング

について考えているのか切り口を持っておくことと実践が大切と先生がお話されてい

たのが印象的だった。 

〇ウェルビーイングについて、具体的な内容でわかりやすかった。個から集団へ、集団か
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ら個へ、いろいろな場面に応用ができそうなのでぜひ実践していきたいと思う。 

○とても関心のあるテーマで、かつ、ワークの時間もあって大変楽しめる講座だった。自

己受容できると幸福度が上がると感じていましたが、自分が幸せであることが、周りの

幸福度を上げると知り、ますます自分を大事にしていこうと思った。 

○グループワークの時間が短すぎた。もっとやりたかった。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「県民の生涯学習の機会と現代的課題の解決に寄与する。」につ

いては、「ウェルビーイング」をテーマに幸せは人とのつながりの中で高まっていくことに

ついてお話しいただいた。講師が平易な言葉で説明する等、受講者に配慮して講演い

ただいたおかげで、受講者は「幸せ」について考える良い機会となった。 

・講座の運営方法については、講義だけでなく、グループワークを取り入れた双方向の活

動を設けたことで、参加型の講座となった。それによって、受講者のウェルビーイングを

学ぼうとする意識を高めることに寄与することができた。 

【課題・今後の方向性】 

・講座直前に準備物がいくつかあることがわかり、サテライト会場にはご迷惑をおかけし

た。今後は講師との連絡を密にし、余裕をもって準備物を確認したり、各会場に伝えた

りできるようにしていく必要があると感じた。 

 

 

 



11 

 

実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和 ７年 ８月 ２日(土) 

事業名 ちば子ども大学 

趣 旨 

大学、研究所、企業、関係機関等と連携し、多様な主体の力を結集することで、子どもた

ちの知的好奇心を育み、学ぶ意欲を高めることのできる様々な講座を実施し、「ホンモ

ノ」から学ぶ楽しさを体感することで、子どもたちの自らの学びを広げ、深めることを目的

とする。 

会 場 当所１階アゴラ 

対 象 小学校４年生～中学校３年生 

申込方法 Ｗｅｂ申込 

募集定員 ５０名 募集期間 令和 ７年 ７月 ２日から令和 ７年 ７月２６日 

参加者数 ３０名 参加費用 無料 

講師 等 
理学博士 つくば科学教育マイスター 

元防災科学技術研究所総括主任研究員 納口 恭明 氏（Ｄｒ．ナダレンジャー） 

実施内容 

内容：「Ｄｒ．ナダレンジャーの自然災害科学実験教室」 

    災害を引き起こす自然現象のメカニズムを楽しく学ぶ。 

日程：午前９時５５分～午前１０時   オリエンテーション 

    午前１０時～午前１１時５０分  講義 

    午前１１時５０分～正午     アンケート記入、閉講 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 

アンケート 

【満足度９６％】 

〇たくさんの自然災害について知らないことや知っていることも詳しく面白く教えてもら

うことができて、とても楽しい教室でした。 

〇実験で自分の目で見てどうなるかを確かめられて頭に入りやすかったです。 

〇面白かったし、勉強になりました。実験の内容はどれも簡単だけど、そこから色々な学

びをすることができるので、時間があったら作ってみようと思いました。 

〇落石の速さが知れて、山がこわくなりました。でも楽しかったです。 

Dr.ナダレンジャー（左）と 

助手のナダレンコ（右） 

  雪崩を疑似体験中 地震（揺れ）のリズム変化が、 

建物に与える影響を実験中 
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〇雲をつくる実験が不思議でした。 

〇もともと防災が好きで、本の文章を読んでいるだけでは分からなかった液状化現象の

ことについて知れて良かったです。実験を家でたくさんやりたいと思いました。 

〇夢が気象予報士なので、より興味を持つことができました。 

〇身近にある自然災害だけど、知らないことがたくさんあって、この機会にたくさん知れ

て良かったです。 

〇様々な模型で説明をしてくれて分かりやすかったです。自由研究で活かしていきたい

です。 

〇夏休みの科学論文の参考になりました。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、理学博士の指導のもと、災害を引き起こす自然現象のメカ

ニズムについて「ホンモノ」から学ぶ楽しさや、子どもたちの自らの学びを広げ深めると

いう目的を実現できた。 

・ちば子ども大学の周知については、各市町村教育委員会担当課へメールで行った。講

座当日には、１３市から受講生が参加し、広報の効果が伺える。 

・受講生のアンケートについては、満足度が９６％と高い結果が得られた。実験や体験を

通して自然災害について分かりやすく学ぶことができた結果であると考える。 

・講座内容については、Dr.ナダレンジャーと助手のナダレンコの掛け合いが楽しく、終始

受講者の笑顔が絶えなかった。また、参加型の講義あったため、受講者の理解が深ま

った。 

・会場については、大研修室で行う予定であったが、講師との打合せ時に高さのあるとこ

ろの方がより実感が湧く実験があるということでアゴラとした。当日は、会場の広さを活

かした実験を行うことができた。 

・講師の書籍販売については、当所基準に則り、手順を踏んで販売を許可することがで

きた。講座終了後に書籍を購入する受講者も多く、学びの深まりの一助になったと考え

る。 

【課題・今後の方向性】 

・講座リマインドについては、受講者にメールで数日前に連絡をすることで、無断での欠

席を減らせる可能性がある。 

・会場設営については、当日に講師と相談しながら椅子の配置を考えた。講師によって

は、会場を見てからイメージを膨らませる方もいるかもしれない。状況に応じて、事前に

準備を行うか当日に行うかを判断していきたい。 
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   実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和７年１０月２５日(土) 

事業名 ちば子ども大学 

趣 旨 

大学、研究所、企業、関係機関等と連携し、多様な主体の力を結集することで、子どもた

ちの知的好奇心を育み、学ぶ意欲を高めることのできる様々な講座を実施し、「ホンモ

ノ」から学ぶ楽しさを体感することで、子どもたちの自らの学びを広げ、深めることを目的

とする。 

会 場 当所３階中研修室２ 

対 象 小学校４年生～中学校３年生 

申込方法 Ｗｅｂ申込 

募集定員 ５０名 募集期間 令和 ７年 ９月 ２５日から令和 ７年１０月１８日 

参加者数 １６名 参加費用 無料 

講師 等 
筑波大学 体育系 

准教授 松井 崇 氏 

実施内容 

内容：「ｅスポーツの魅力に迫る！」 

今話題のｅスポーツとは何か？ゲームとの違いや楽しく健康にプレーする方法につい

て学ぶ。 

日程：午前９時５５分～午前１０時   オリエンテーション 

    午前１０時～午前１１時５０分  講義 

    午前１１時５5 分～正午     アンケート記入、閉講 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 

アンケート 

【満足度100％】 

〇ゲームとｅスポーツの違いを知れて良かったです。 

〇ｅスポーツの内容ややり方が分かって楽しかったです。 

〇心拍数とスポーツ、ｅスポーツのパフォーマンスの関係を知ることができて良かったで

す。 

〇自分の心拍数が見える化できて面白かったです。 

講師の松井先生 e スポーツ体験者の心拍を

受講生みんなで実感中 

ｅスポーツプレー中の心拍

の同調具合を確認中 
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〇ｅスポーツとゲームの違いについて心拍が関係しているとは思っていなかったから、と

ても驚きました。 

〇先生の説明が面白く、楽しく学ぶことができました。ｅスポーツについて詳しく分かるこ

とができました。 

〇普段、何気なくやっているゲームもオンラインより、友達とやったり、やるときに運動し

てからやったりすると、いつもより上手くできることを知れて良かったです。 

〇ｅスポーツは、難しいイメージがあったけど、意外に身近だと分かりました。 

〇最初はあまり興味がなかったけれど、健康のことや心拍数のことを知ることができて良

かったです。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、大学准教授の指導のもと、ｅスポーツの魅力や正しいプレー

の仕方について「ホンモノ」から学ぶ楽しさや、子どもたちの自らの学びを広げ深めると

いう目的を実現できた。 

・受講者のアンケートについては、満足度が１００％と高い結果が得られた。体験を通して

学ぶことができた結果であると考える。また、講師の説明が分かりやすく興味深いもの

であったことも要因と考える。 

・会場については、大研修室で行う予定であったが、受講者人数を考慮し、中研修室２に

変更した。４人一組で班を作り、長机を向かい合わせ場づくりを行ったことでグループ

での和も深まったと考える。 

・講師は、ICT 機器を活用し、心拍数を見える化しながら受講生の興味関心を深めてい

た。助手の大学院生との連携により、円滑に講座を運営することができた。 

【課題・今後の方向性】 

・受講申込数が１８名（当日の参加人数は１６名）と低調であった。講座実施日は土曜日

であったが、学校登校日の児童生徒も多かったと推察する。また、夏休み中の講座に比

べて申込者が減る傾向にあるため、次年度以降は、なるべく夏休み中の講座を実施し

ていきたい。 

・当日の会場図について、事前に講師と打ち合わせることができなかった。当日に早めに

準備を行うことで対応したが、モニターやスクリーンの設置場所、机の配置等を確認し

ておくことでさらに余裕を持って準備することができたと考える。 

・７５％の受講生が家の人の勧めがきっかけで参加している。自発的で意欲的な受講者

を確保するための手立てを模索していきたい。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 

令和７年７月２７日（日） 《千葉県立美術館》 

令和７年８月 １日（金） 《聖徳大学》 

令和７年８月２１日(木) 《産業技術総合研究所柏センター》 

令和７年９月１３日（土） 《千葉県立現代産業科学館》 

令和７年９月２７日（土） 《城西国際大学》 

令和８年２月１４日（土） 《千葉大学》 

事業名 ちば子ども大学 

趣 旨 

大学、研究所、企業、関係機関等と連携し、多様な主体の力を結集することで、子どもた

ちの知的好奇心を育み、学ぶ意欲を高めることのできる様々な講座を実施し、「ホンモ

ノ」から学ぶ楽しさを体感することで、子どもたちの自らの学びを広げ、深めることを目的

とする。 

会 場 各協力機関 

対 象 小学校４年生～中学校３年生 ※講座により異なる 

申込方法 Ｗｅｂ申込 

募集定員 講座により異なる 募集期間 各講座開催日の１か月前から１週間 

参加者数 １０３名 参加費用 無料 

講師 等 

千葉県立美術館 上席研究員 廣川 政和 氏 

聖徳大学音楽学部音楽学科 准教授 柏原 奈穂 氏 

産業技術総合研究所柏ｾﾝﾀｰ情報・人間工学領域人間社会拡張研究部門  研究員 須藤 大輔 氏 

千葉県立現代産業科学館 上席研究員 重黒木 誠 氏 

城西国際大学福祉総合学部理学療法学科 山根 主信 氏 

千葉大学環境健康フィールド科学センター 副センター長 准教授 塚越 覚 氏 

実施内容 

参加人数等： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力機関 講座名 募集定員 参加者数 

県立美術館 展示室で造形体験！学習キット「ビルダーカード」で何をつくる？  ５０名 ８名 

聖徳大学 声が良くなる魔法のレッスン！ ５０名 ２９名 

産業技術総合研究所 ヒトのからだってどう動く？“見る力”でわかる体のヒミツ！  ３０名 ２７名 

県立現代産業科学館 プログラミングにチャレンジ！ ３０名 ２１名 

城西国際大学 カラダをもっと知ろう～よい姿勢と呼吸で集中力アップ！～ １５名 ９名 

千葉大学 イチゴを通じて最先端の農業を体験する １０名 ８名 
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日程：① オリエンテーション ※時間は講座により異なる 

    ② 講義・体験 

    ③ アンケート記入、閉講 

参加者 

アンケート 

【満足度 １００％】 

《県立美術館》 

〇１枚の紙からあんなに大きな作品ができて、面白かったです。土台を上手く作ると安定

しました。 

〇みんながいろいろな物や動物などを作っていて楽しかったです。 

《聖徳大学》 

〇講座を通して自分の声のきれいな出し方を詳しく知ることができました。「声」という 

楽器を大切にしていきます。 

〇息の吸い方、声の出し方を学んだ後は声を楽に出すことができました。 

《産業技術総合研究所》 

〇体の動き方と目には関係があることが分かりました。体験が楽しかったです。 

〇大人より子どもの方が骨の数が多いことなど、色々と知れて良かったです。 

《現代産業科学館》 

〇ちょっとしたプログラミングで、生活に活かせることを知れて良かったです。 

〇MESH を自分で考えて作るのが楽しかったです。 

《城西国際大学》 

〇学校で教わらなかったことを知れて嬉しかったし、今後も活かしていきたいです。 

〇プロセスから学ぶことで何をするとどうなるのかという具体的な方法を学べました。 

《千葉大学》 

〇座学のみの講座ではなく、実際に機械を触ったり操作したり食べ比べたりすることで、

より分かりやすく美味しく学ぶことができ勉強になりました。 

〇千葉大では、ビニールハウスの中で楽に農業ができる仕組みが作られていて、若い世

代の農業の担い手不足にはとてもいいことだと思いました。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、大学、研究所、関係機関と連携して様々な講座を実施する

ことにより、子どもたちの知的好奇心を育み、「ホンモノ」から学ぶ楽しさや自らの学び

を広げ、深めるという目的を達成することができた。 

・講座内容については、座学と体験を組み合わせた構成で実施し、子どもたちの知的好

奇心や学ぶ意欲を高めるものとなった。 

・受講生のアンケートについては、いずれの協力機関の講座も満足度１００％と高い結果

が得られた。 

・支援体制については、協力機関におけるスタッフのサポートにより、実験などの体験活

動においても怪我や事故無く、円滑に講座を進めることができた。 
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【課題・今後の方向性】 

・講座運営については、当所とは別会場での実施のため、協力機関の担当職員と講座内

容や運営方法の打合せや連絡を密に行うことが重要である。 

・実施時期については、８月に実施した機関が主であった。今後も子どもたちが参加しや

すい夏休み中が最適だと考えるが、当所の事業や協力機関講師の都合があるため、協

力機関担当と相談の上、適切な開催日を決定する必要がある。 

・同じ機関に講座をお願いするにしても内容については、毎年更新いただき、新規の受

講生を増やせるよう配慮していく必要がある。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和 ７年 ６月 ２２日(日) 

事業名 さわやか青年教室 

趣 旨 

知的障害のある青年を対象とし、充実した勤労生活を送るための技能を習得したり、

社会生活の質の向上を目指したりする学習支援活動、スポーツ・レクリエーション等の余

暇支援活動など、学びの機会となる場を提供することにより、よりよい社会生活・家庭生

活を送るために必要とされるルールや技能を身につけ、充実した社会生活を営むことを

目指す。 

会 場 当所フィットネススタジオ、大研修室  

対 象 １８歳以上５０歳未満の知的障害のある方 

申込方法 Ｗｅｂ又は葉書、来所 

募集定員 ４０名程度 募集期間 令和 ７年 ４月 １４日から令和 ７年 ５月２５日 

参加者数 ３１名 参加費用 無料 

講師 等 
ＮＰＯ法人スマイルクラブ 

理事長 大浜 あつ子 氏  他１名 

実施内容 

 

参加人数：受講生３１名（６名欠席）、講師２名、ボランティア講師１名、学生ボランティア４

名が参加。 

活動内容：第 1 回「スポーツ教室」 

日  程：１０：００～１２：００ 

       ①始めの会（オリエンテーション、自己紹介） 

       ②スポーツ教室（軽運動、ボッチャ） 

       ③終わりの会（次回の連絡、アンケート記入） 

         活動後、ボランティア、職員で反省会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班毎に自己紹介 白熱したボッチャの試合 結果をみんなで見守り、判定 
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参加者 

アンケート 

【満足度 １００％】 

○最初はストレート勝ちで、（二試合目は）逆転勝ちでよかったです。ボッチャでよくでき

て５対６班は３対１で勝ったけど、５班対３班は２対３で負けて悔しかったです。 

○ボールを投げるのが楽しかったです。 

○6 班がはじめて勝ててよかったです。 

○ボッチャをやって楽しかったです。 

○今日はボールを使って楽しかったです。うまく投げることができました。 

○スマイルクラブに入りたいです。 

○久しぶりにボッチャができてよかったです。 

○今日は初日でしたが、とても楽しかったです。 

○やったことがあります。勝てて楽しかったです。 

○頑張りました。 

○うれしかったです。 

○またやりたいです。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、ボッチャという活動が本講座の受講生に適しており、「充実

した社会生活を営むことを目指した余暇支援」を実現できたと考えられる。 

・活動内容については、今回は第1 回目で、受講生同士が知り合うことも目的としてい

た。そのため、はじめの会で自己紹介をし合ったり、ボッチャをチーム戦で行ったりする

ことでお互いの交流を深めることができた。 

・受講生のアンケートについては、満足度、理解度が１００％と高い結果が得られた。 

・運営面については、講師が活動内容やルールを工夫してくださったことで、どの受講生

も楽しむことができた。また、怪我無く活動できた。 

・支援体制については、ボランティア講師や学生に担当グループを決めて支援計画を立

てたことで、円滑に講座を進めることができた。 

・支援内容については、職員やボランティア講師が受講生の様子を観察し、適切に声掛

けをしたり、誘導補助を行ったりしたことで、どの受講生も落ち着いて活動できた。特別

に支援が必要な受講生にも学生ボランティアが親身に対応してくれた。 

【課題・今後の方向性】 

・ボランティアについては、依頼している大学の学生が４名と少なかったが、参加した学

生の気配りが素晴らしく円滑に運営できた。次回からは、ゼミ生の協力も得たり、教員

の研修の一環として教員のボランティアを募集したりするなどして人数を増やしたい。 

・配慮を要する受講生については、サポート体制を整え、また、講師やボランティアとコミ 

ュニケーションを図ることで、引き続き円滑な講座運営を行いたい。 
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ヨガの様子 

料理の様子 

実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和 ７年 ７月２０日(日) ・ 令和 ７年 ９月 ７日（日） 

事業名 さわやか青年教室 

趣 旨 

知的障害のある青年を対象とし、充実した勤労生活を送るための技能を習得したり、

社会生活の質の向上を目指したりする学習支援活動、スポーツ・レクリエーション等の余

暇支援活動など、学びの機会となる場を提供することにより、よりよい社会生活・家庭生

活を送るために必要とされるルールや技能を身につけ、充実した社会生活を営むことを

目指す。 

会 場 当所フィットネススタジオ及び料理室 

対 象 １８歳以上５０歳未満の知的障害のある方 

申込方法 Ｗｅｂ又は葉書、来所 

募集定員 ４０名程度 募集期間 令和 ７年 ４月 １３日から令和 ７年 ５月２５日 

参加者数 ７月２０日：３２名、 ９月８日：３４名 参加費用 料理材料費５００円 

講師 等 
ヨガ教室：ハンディキャップヨガ関東 山崎礼子氏 他１名 

料理教室：一般社団法人 日本糀文化協会代表理事 大瀬由生子氏 

実施内容 

 

参加人数：  

       

 

 

 

 

 

活動内容：第２回 １～3 班：ヨガ、4～6 班：料理 

第３回 1～3 班：料理、4～6 班：ヨガ                  

日  程：１０：００～１２：００ 

       ①始めの会 

（オリエンテーション、講師及びボランティア紹介） 

       ②ヨガ・料理教室  

       ③終わりの会  

（次回の連絡、アンケート記入） 

        ※活動後、ボランティア、職員で反省会 

  

 令和７年７月２０日（日） 令和７年９月７日（日） 

受講生 ３２名（６名欠席） ３４名（ ４名欠席） 

講師       ３名       ３名 

ボランティア講師       ２名       ２名 

学生ボランティア       ６名       ２名 

インターンシップ等       1 名       ５名 
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参加者 

アンケート 

 

【満足度９8％】 
 

ヨガ教室          料理教室 

〇楽しかった。 

○またやってみたい。 

〇いろいろなポーズができてよかった。 

〇家でも挑戦したい。 

〇体をたくさん動かしてすっきりした。 

〇気持ちよかった。 

〇ちょっと難しかった（第一回）。 

〇面白かった。 

○ダンスの基礎トレーニングができた。 

〇とても楽しかった。 

〇おいしくできて良かった。 

〇また家でも作りたい。 

〇面白かった。 

〇ボランティアさんと一緒に作れた。 

〇みんなで作れてうれしかった。 

○頑張った。 

○簡単につくれておいしかった。 

○テレビの料理番組に似ていた。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、ヨガや料理が「スポーツ・レクリエーション等の余暇支援活

動」及び「社会生活の質の向上を目指す学習支援活動」の視点において、受講生に学

びの機会となる場を提供し充実した社会生活を営むことを目指した支援ができた。 

・受講生のアンケートについては、満足度が９8％と高い結果が得られた。 

・安全面については、ヨガ講師による受講生の特性に応じた活動内容の工夫により、怪

我無く活動することができた。料理は、十分火を通すメニュー（冷やし担々麺）にしたこ

と、また、マスクの用意やアルコール消毒、手洗い励行に努めたことで、食中毒を防ぐこ

とができた。さらに、包丁を使わずにハサミを利用することで怪我の防止もできた。 

・支援体制については、ボランティア講師や学生を各グループに割り当て、支援計画をし

たことで、怪我や事故無く、円滑に講座を進めることができた。 

・支援内容については、職員やボランティア講師が受講生の様子を観察し、ヨガにおいて

は体の曲げ伸ばし等の運動の補助、料理においては火の扱い等について適切に支援

を行った。 

【課題・今後の方向性】 

・ヨガの活動内容については、受講生の特性を考慮したプログラムを組み、個々が無理

なく活動できるため、最適な活動であった。 

・料理方法については、具材を切る際に包丁ではなくハサミを使って手軽に作れる工夫

がされた。今後も手軽な調理方法を教授して頂くことにより、受講生がさらに家庭生活

でも実践しようと思える内容になると考える。 

・活動方法については、受講生を２グループ入替制にし、ヨガと料理を両方体験できる方

法が適していた。 

・サポート体制については、当所職員の他、ボランティア講師、依頼している大学の学生

ボランティア、学生インターンシップ等の補助により、円滑に運営ができた。ボランティア

の参加が少なかったため、インターンの学生等を今後積極的に参加してもらえるよう日

程調整の連携をしていきたい。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

実施日 令和 ７年１０月１９日(日) ・ 令和 ７年１１月２３日（日） 

事業名 さわやか青年教室 

趣 旨 

知的障害のある青年を対象とし、充実した勤労生活を送るための技能を習得したり、

社会生活の質の向上を目指したりする学習支援活動、スポーツ・レクリエーション等の余

暇支援活動など、学びの機会となる場を提供することにより、よりよい社会生活・家庭生

活を送るために必要とされるルールや技能を身につけ、充実した社会生活を営むことを

目指す。 

会 場 
第４回 当所中研修室２及び陶芸室 

第５回 当所中研修室２及び手工芸室 

対 象 １８歳以上５０歳未満の知的障害のある方 

申込方法 Ｗｅｂ又は葉書、来所 

募集定員 ４０名程度 募集期間 令和 ７年 ４月 １４日から令和 ７年 ５月２５日 

参加者数 
10 月１９日芸術１２名、音楽２０名  

11 月２３日芸術１０名、音楽１９名 
参加費用  

講師 等 

芸術教室（陶芸）：県立東葛の森特別支援学校 鈴木幸保氏 

芸術教室（折り紙）：日本折紙協会認定講師 折り紙の会西原 濱田クミ子氏 

音楽教室：県立特別支援学校流山高等学園 平瀬麻依子氏 

実施内容 

参加人数：  

 

  

 

 

 

 

活動内容：第４回 芸術（陶芸）教室・音楽教室 

第５回 芸術（折り紙）教室・音楽教室                  

日  程：１０：００～１２：００ 

       ①始めの会 

（オリエンテーション、講師及びボランティア紹介） 

       ②芸術・音楽教室  

       ③終わりの会  

（次回の連絡、アンケート記入） 

        ※活動後、ボランティア、職員で反省会 

 令和７年１０月１９日（日） 令和７年１１月２３日（日） 

受講生 ３２名（６名欠席） ２９名（９名欠席） 

講師       ２名        ２名 

ボランティア講師       ０名        ３名 

学生ボランティア       ８名        ５名 
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参加者 

アンケート 

【満足度１００％】 
 

芸術教室          音楽教室 

【陶芸】 

・楽しくできてうれしかった。 

・非常によかったです。 

・いろいろ楽しかった。またやってみたい 

・楽しくて何を作ろうか迷った。 

【折り紙】 

・楽しかった。 

・上手く折れてよかった。 

・また折り紙をやってほしいです。 

・やり方を覚えると楽しくなった。 

・リースを頑張ってつくりました。 

・楽しかった。 

・家に帰ったら練習します。 

・みんなで一緒にできて楽しかったです。 

・家で何回も練習します。 

・とにかく頑張った。 

・リズムがあっていてとても素晴らしかっ

たです。 

・「ふるさと」「ビリーヴ」が楽しかった。 

・トーンチャイムをしたり「ビリーブ」「パプ

リカ」「ふるさと」ができてよかった。 

・パプリカの曲が大好きです。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、陶芸や折り紙、音楽活動が「レクリエーション等の余暇支援

活動」の視点において、受講生に学びの機会となる場を提供し、充実した社会生活を営

むことを目指した支援が実現できた。 

・活動内容については、どの活動も講師の工夫により、受講生が取り組みやすい内容を

計画したことで充実したものとなった。 

・受講生のアンケートについては、満足度が１００％と高い結果であった。受講生自身によ

って芸術か音楽のどちらかを選択し参加したことで、高い満足度が得られた。 

・支援体制については、ボランティア講師や学生を各グループに割り当て、きめ細かく支

援計画をしたことで、円滑に講座を進めることができた。 

【課題・今後の方向性】 

・陶芸の活動内容については、講師の事前準備により受講生は円滑な取り組みができて

おり時間的余裕もあったため、さらに発展的な内容で取り組めると考えられる。 

・折り紙の活動内容については、受講者に次の折り方が伝わっていないことが散見され

たので、折り目を付けたり折り方の説明書を紙で用意したりするなどの支援が必要で

ある。 

・音楽の活動内容については、コップを用いた演奏を取り入れるなど昨年より高度な内

容であったにも関わらず、受講生の理解度は高かった。又、それに成功することで達成

感が得られたことから、今後もより高度なことに挑戦する内容を継続していけるとよい。 

 

芸術(陶芸)教室の様子 音楽教室の様子 芸術(折り紙)教室の様子 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和 ８年 ２月 １日(日) 

事業名 さわやか青年教室 

趣 旨 

知的障害のある青年を対象とし、充実した勤労生活を送るための技能を習得したり、

社会生活の質の向上を目指したりする学習支援活動、スポーツ・レクリエーション等の余

暇支援活動など、学びの機会となる場を提供することにより、よりよい社会生活・家庭生

活を送るために必要とされるルールや技能を身につけ、充実した社会生活を営むことを

目指す。 

会 場 当所大研修室 

対 象 １８歳以上５０歳未満の知的障害のある方 

申込方法 Ｗｅｂ又は葉書、来所 

募集定員 ４０名程度 募集期間 令和 ７年 ４月 １３日から令和 ７年 ５月２５日 

参加者数 ２７名 参加費用 無料 

講師 等 千葉県体験活動ボランティア支援活動センター職員 小菅嘉子 氏  上野雅久 氏 

実施内容  

参加人数：受講生 27 名（１1 名欠席）、講師２名、学生ボランティア2 名が参加。 

活動内容：第６回「学習教室（ボランティア活動）」 

日  程：１０：００～１２：００ 

       ①始めの会（オリエンテーション、講師およびボランティア紹介） 

       ②学習教室（講義、ベルマークと使用済み切手の仕分け作業） 

       ③終わりの会（アンケート記入、総括） 

         活動後、講師、ボランティア、職員で反省会 

 

 

 

 

  

 

参加者 

アンケート 

【満足度１００％】 

・とても楽しかったです。4 

・ベルマークの分別を行い良い勉強になった。 

・またベルマークの仕事をやりたい。 

・ヒメコマツを描いてとても楽しかった。 

・今日は資源について勉強ができてよかった。 

講師の上野氏と小菅氏    積極的な発言      皆真剣でした ヒメコマツの絵 
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・頑張りました。集中してできました。 

・講師の先生、ありがとう。歯ブラシのひきとりありがとう。 

・ものすごくよかったです。 

・みんなで仲良くできた。楽しく過ごせました。 

・切る作業がよかったです。 

・少し難しかった。２ 

・少し小さくてやりにくかった。 

・書くだけで疲れました。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、ボランティア学習教室を開催することにより、障害者でも行

うことができるボランティア、資源のリサイクルの仕組み等について学ぶ機会を提供し

た。これにより、「社会生活・家庭生活を送るために必要とされるルールや技能を身につ

け、充実した社会生活を営むことを目指す」ことへの一助とすることができた。 

・講座内容については、前半が講師からの説明、後半が資源回収の体験という座学と体

験を組み合わせた構成は、受講生の理解を深めるものとなった。 

・学習内容については、障害者ができるボランティアを紹介することで、受講生の知識を

広め、又、ボランティアに関する興味・関心を高めることができた。受講後にベルマーク

回収のボランティアをやりたいと申し出る受講生がいたことからも今回の講座は有効だ

と考える。 

・会場については、大研修室の前半部分を座学、後半部分を仕分け作業等の為グルー

プごととしたが、前半、後半の移動も講師の事前準備のおかげもありスムーズであっ

た。 

・受講生のアンケートについては、満足度が１００％と高い結果が得られた。 

・支援体制については、班により行う課題が異なっていたため、職員やボランティアが班

ごとに臨機応変な対応を求められたが、適宜巡回することで怪我や事故無く、円滑に講

座を進めることができた。 

・支援内容については、職員やボランティアが受講生の様子を観察し、適切に声掛けをし

たり、トイレや活動場所の移動補助を行ったりしたことで、受講生は落ち着いて行動す

ることができていた。 

【課題・今後の方向性】 

・学生ボランティアについては、回によっては参加人数が少なく、各グループへの十分な

割当てができなかった。多くのボランティアを安定的に確保するため、大学との連携を

より一層密にし、ボランティアの人数増加に努めていく。 

・配慮を要する受講生については、サポート体制を整え、また、講師やボランティアとコミ 

ュニケーションを図ることで、引き続き円滑な講座運営を行いたい。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 
①令和７年７月１３日(日)、②８月３日（日）、③９月１４日（日） 

④１０月２６日（日）、⑤１２月７日（日）、⑥令和８年２月８日（日） 

事業名 ものづくりワークショップ 

趣 旨 

ものづくりを体感する場を提供することにより、生涯学習・文化芸術活動の振興と「さわ

やかちば県民プラザ」の周知及び利用促進を図る。また、「さわやかちば県民プラザ」利

用団体・サークルの活性化及び生涯学習意識の醸成を図る。 

会 場 さわやかちば県民プラザ 内アゴラ 

対 象 どなたでも 

申込方法 申込不要 

募集定員 なし 募集期間 なし 

参加者数 

 892 名 

① １３０名、② １９７名、③ １７２名 

 ④ ８５名、⑤ 230 名、⑥ 61 名 

参加費用 無料 

※ただし材料費は別途 

講師 等  

実施内容 

日程：午前１０時～午後１時 ものづくりワークショップ 

     7 月 13 日の様子       １０月２６日の様子       ２月８日の様子 

※参加団体・・・NPO パートナーとうかつ、etoile、candle flora、moani-la、 

          fleur de bijou、mahana♡、Viol、TOY’s Craft Works、 

          CRAFTROOM6112、MARICO and、マロングラッセ、 

参加者 

アンケート 

【満足度 ９７．８％】 

○夏らしいモチーフのものづくりで、とても季節感があり親子ともども楽しむことができ

ました。 

〇とてもかわいいのがいっぱいで親子で夢中で作りました。また是非やりたいです。 

〇丁寧に作り方を教えてくださり、子供も楽しんでいました。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・ものづくりを体験する場を提供することについては、多種多様なワークショップを提供

することができた。それに伴い、「さわやかちば県民プラザ」について周知することにつ
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なげることができた。 

【課題・今後の方向性】 

・利用団体・サークルの活性化については、ワークショップに参加する団体がなく、広報

や勧誘等していく必要があると感じた。 

・開催日ごとの参加者の増減については、天候などに左右されるところが大きい。一定の

集客方法としてギャラリーの催事と並列で開催できるのであれば相乗効果が得られる

と考えられる。他にも方法を模索していく必要があると感じた。 

・開催時に施設の備品（長机、椅子等）について、すべて担当（管理広報課）が準備・片付

けしていたが、次年度から、ワークショップという精神を尊重して講師団体が「参加者主

体」で実施していく方向に転換していくことを検討している。 

・開催日数についても、利用促進チームで検討した結果、参加者が見込める日に集中し

て開催し、集客につなげていくこととする方向で考える。 
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実施年度：令和７年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

実施日 令和７年７月２６日(土)、8 月１６日(土) 

事業名 親子ものづくり教室 

趣 旨 
 ものづくりの素晴らしさや楽しさを体感する場を提供することにより、生涯学習・文 

化芸術活動の振興と、さわやかちば県民プラザの周知及び利用促進を図る。 

会 場 ２階 陶芸室 

対 象 小学生～中学生とその保護者 

申込方法 来所またはＷeb 申込 

募集定員 12 組（24 名程度） 募集期間 令和７年６月１７日から令和７年７月１日 

参加者数 親子 12 組（31 名） 参加費用 2,000 円 

講師 等 「手びねり会」 山本 啓子 氏  その他補助員1２名 

実施内容 

内容：陶芸教室 

日程：7 月 26 日 

    午後 1 時～1 時 05 分：オリエンテーション 

    午後 1 時 05 分～1 時２０分:陶芸作品ができるまで説明、注意事項 

    午後 1 時 20 分～1 時 50 分：作陶デモンストレイション 

    午後 1 時 50 分～4 時：作陶 

    午後 4 時～4 時 10 分：片付け 

    午後 4 時 10 分～4 時 15 分：アンケート記入、次回説明 

    午後 4 時 15 分～4 時 30 分：記念品配付、終了 

 

    8 月 16 日 

    午前 10 時～10 時 05 分：オリエンテーション 

    午前 10 時 05 分～10 時 30 分：窯出し見学、作品鑑賞会 

    午前 10 時 30 分～11 時プレゼント抽選会 

    午前 11 時～11 時 20 分：アンケート記入、作品梱包、終了 

                            作陶の様子 
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参加者 

アンケート 

【満足度１００％】 

〇好きな形をつくれて（自由度が高いご指導と内容）とても楽しく親子で取り組めてよか 

ったです。本日は誠にありがとうございました。 

〇楽しかったです。ありがとうございました。たくさんの準備とその後の仕上げもやってく 

ださってありがとうございます。楽しみです。お土産もかわいくて♪ 

〇丁寧に教えていただき思った以上に素敵なものづくりができてうれしかったです。 

〇(子)初めて陶芸をやって意外と難しかったり、大変だったけれど、すごく楽しかったで 

す。 

(親)子供にとって貴重な経験になりました。設備が充実していて親子で参加できる点 

もよかったです。 

〇【２年】初めて陶芸をしたので楽しかったです。 

【４年】私は初めて陶芸をしました。出来上がった作品は色も本当に素敵でした！来年 

もまた陶芸をしたいと思いました。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「ものづくりの素晴らしさや楽しさを体感する場を提供すること」に 

ついては、陶芸について親子で体験することにより、日常生活では体感することのない 

活動ができたので達成できたと考える。 

・東葛地域以外からも参加者がおり、県民プラザの周知には貢献できている。 

【課題・今後の方向性】 

・前年度と比較すると参加希望者が激減した。材料費の高騰のため参加費が変更になっ

たことが原因の一つと推測する。 

・次年度は、定期発送を利用したチラシ配付の広域化、チラシ作成時期の早期化、募集 

時期の延長等を検討して参加希望者の増加に計画的に取り組む。 

・アンケートからもわかるように丁寧な指導、わかりやすい指導など講師に対しては好感 

度が高いが、サークルのメンバーの高齢化が懸念されており、年々講師陣の人員が減 

少している。今後は他のサークルとの共同開催も検討していかなければならない。 

 






















































































